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時
代
小
説
の
名
作
家
を
数
多
く
輩
出
し
て
き

た
松
本
清
張
賞
に
史
上
最
年
少
で
輝
い
た
。
５

２
１
作
品
の
中
か
ら
見
事
選
ば
れ
た
受
賞
作
は

「
烏
に
単
は
似
合
わ
な
い
」。
原
稿
用
紙
６
０ 

０
枚
の
長
編
小
説
で
、
平
安
時
代
を
思
わ
せ
る

異
世
界
が
舞
台
の
和
風
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
だ
。

「
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は
、
頭
が 

真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
信
じ
ら
れ
な 

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
家
族
や
友
達 

も
喜
ん
で
く
れ
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」

作
家
の
道
を
志
し
た
の
は
小
２
の
こ
ろ
。
フ 

ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」
シ 

リ
ー
ズ
（
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
著
）
と
出
会 

っ
て
か
ら
だ
。
そ
れ
以
来
、
思
い
付
い
た
ア
イ 

デ
ア
を
生
か
せ
る
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
に
書
き
溜 

め
る
習
慣
を
今
も
変
わ
ら
ず
続
け
て
い
る
。

「
受
賞
作
品
は
、
中
２
の
頃
に
ふ
と
思
い
浮 

か
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
を
元
に
書
き
上
げ
ま
し
た
。

時
に
は
10
時
間
以
上
書
き
続
け
た
り
、
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
推
こ
う
を
重
ね
た
り
し
ま
し
た
。

粘
り
強
く
頑
張
っ
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
ね
」

物
語
を
書
く
と
き
は
、
自
分
の
経
験
を
大
切

に
し
て
い
る
。
中
学
・
高
校
で
打
ち
込
ん
だ
柔

道
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
日
常
生
活
な
ど
こ
れ
ま 

で
の
経
験
の
全
て
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
動
き
の
あ
る
シ
ー
ン
で
は
、
柔
道
の
経
験
が

役
立
つ
こ
と
も
。
ま
た
、
私
の
作
品
に
は
花
が

よ
く
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
花
の
多
い
前
橋
で
育

っ
た
影
響
が
大
き
い
で
す
ね
」

今
後
は
自
分
が
生
き
て
い
る
風
土
を
生
か
し

た
物
語
を
書
い
て
い
き
た
い
と
語
る
。
あ
ふ
れ 

ん
ば
か
り
の
才
能
を
思
う
存
分
発
揮
し
、
言
葉 

一つ
一つ
に
思
い
を
込
め
た
素
晴
ら
し
い
作
品 

を
世
に
生
み
出
し
て
いっ
て
ほ
し
い
。

大
好
き
な
物
語
を
ず
っ
と
書
き
続
け
た
い

食や健康について熱心に学ぶ
５月29日、前橋テルサで消費者講座を開
催しました。食アドバイザー・垣田達哉さん
が「放射能から子どもの食を守る方法」と題
して講演。放射能の基礎知識や健康への影響
などの話に、参加した65人はメモを取りな
がら熱心に耳を傾けていました。

歯の衛生週間に多彩な行事を
中央公民館で６月５日、歯と口の健康フェ
ア2012を開催しました。歯磨き指導や相談、
講演会など、歯の衛生週間に合わせた催しが
いっぱい。訪れた親子連れやお年寄りは、健
康な歯と口でいつまでもおいしく食事ができ
ることの大切さを改めて感じていました。

松本清張賞受賞
阿部　智里さん　20歳
荒口町

まえばし人
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まちなかで新たな出会い
６月９日、中心市街地で「前コン」が開催
されました。今回で４回目を迎える、新たな
出会いを応援するイベントに、20代から40
代までの男女1,600人が参加。期待に胸を膨
らませながら飲食店に向かう男女で、まちな
かは夜までにぎわっていました。

美しい自然と環境を将来に
６月２日・３日、けやきウォーク前橋で行

われた「けやきエコ博」に、環境啓発やごみ
減量パネルの展示、発電自転車の体験コーナ
ーなどを出展しました。ごみの分別つりゲー
ムには、親子連れなど1,300人が参加。楽し
みながらごみの分別について学びました。

清
水
刀
根

『
舗
道
』
昭
和
８
年

油
彩
・
カ
ン
バ
ス

（
１
６
２
・
０
㌢
㍍
×
１
３
０
・
５
㌢
㍍
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
中
を
思
わ
せ
る
「
舗
道
」 

と
名
付
け
ら
れ
た
本
作
品
は
、
通
り
を
行
き
交

う
人
々
の
群
像
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
中
央
の

女
性
が
着
て
い
る
黄
色
と
黒
色
の
ス
ト
ラ
イ
プ 

の
服
が
画
面
を
引
き
締
め
て
お
り
、
ぼ
か
す
よ

う
に
描
か
れ
た
背
後
の
人
物
た
ち
に
よ
っ
て
画 

面
に
奥
行
き
を
出
し
て
い
ま
す
。
構
成
的
な
作

品
で
す
が
、
暖
か
な
色
彩
で
ま
と
め
ら
れ
て
い 

ま
す
。

石
川
町
（
現
・
紅
雲
町
）
に
生
ま
れ
た
清
水

刀
根
さ
ん
。
旧
制
前
橋
中
学
校（
現
・
前
橋
高
） 

在
学
時
に
図
画
教
師
の
曽
根
末
次
郎
に
出
会
い
、 

油
絵
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
日
本
美
術

学
校
洋
画
科
に
進
み
、
石
井
柏
亭
に
師
事
。
ま

た
、
公
募
団
体
展
に
精
力
的
に
出
品
し
、
太
平

洋
画
会
で
太
平
洋
画
会
賞
、
一
九
三
〇
年
協
会

展
で
中
村
彝つ
ね

賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
、
中
央
美
術

展
や
白
日
会
展
、
二
科
展
で
も
入
選
・
入
賞
し

ま
し
た
。

兄
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
前
橋
へ
帰 

郷
し
ま
す
。
そ
の
後
も
二
科
展
へ
の
出
品
を
続 

け
、
二
科
会
の
会
員
・
理
事
と
し
て
活
躍
し
な

が
ら
後
進
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、

前
橋
で
立
ち
上
げ
た
青
研
社
で
は
、
久
保
繁
造

さ
ん
や
狩
野
守
さ
ん
な
ど
当
時
の
若
手
美
術
家

た
ち
が
通
い
、
清
水
さ
ん
の
指
導
を
受
け
ま
し 

た
。
群
馬
大
で
は
教
授
と
し
て
活
躍
し
、
指
導

を
受
け
た
学
生
は
５
０
０
人
に
上
る
と
い
い
ま 

す
。
そ
の
他
に
も
群
馬
美
術
協
会
の
創
立
に
も

参
加
す
る
な
ど
、
本
県
の
美
術
教
育
の
進
展
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
国
際
課　
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９
８
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５
８
２
５
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本
市
収

蔵
作
品

贈
り　

  

も
の

未
来　への


